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原発事故後

1. 2011年から、いわき市の北端、住民グループ「福島のエートス」で、末続地区

の住民の皆さんとの放射線測定活動（co-expertiseアプローチの実践）を行う

2. 2012年からICRPダイアログ参加⇨2016年から運営参加⇨2019年NPO福島ダイア

ログ設立

3. 【作家活動】事故後の経験についての著書出版

4. 【研究活動】原発事故後の復興プロセスについて研究・論文投稿など
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1. 末続プロジェクト 2011-2020
生活環境の放射能をどう飼い慣らすか



福島と末続の場所
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福島

30 km
20 km

末続

福島第一原発

いわき



末続 概要
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福島第一原発から約27.5km

✱ 国土地理院の地図をもとに作成

27.5km

• 面積 約 7.4 km2

• 2011年3月11日時点の人口: 
118 世帯、 386 人

• ほどんどの世帯が３世代同居の兼業
農家

• 多くの世帯が米や野菜を自家用に栽
培

Fukushima Dialogue

Suetsugi

Fukushima 
Daiichi NPP



2011年3月11日に末続に起きたこと
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海岸沿いにあるため、地域は津波の大きな被害を受けた

✱ 震災記録誌「いわき市・東日本大震災の証言と記録」より

• 死者：7人

• 津波により14戸が全壊

• 3月13日 いわき市が自主避難バスを

手配→ほぼ全住民が避難

• 3月14日、屋内退避区域に指定

• 4月21日、区域指定解除

ほとんどの高齢者世帯が自宅に戻る

Suetsugi
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2012年の末続の状況 - "見捨てられた末続" 
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末続地区の人たちの懸念 2012年3月31日 末続集会所にて
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末続地区で事故後に問題になったのは
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地元の人にとって最初に問題となったのは それまであたりまえにできていた

「暮らしの仕方」がわからなくなったことだった

放射能をめぐって

●
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●

禁止

近寄らない

安全？

危険
• 生活圏のなかで どこが安全か危険か

わからない

• 隣の人がどう考えているかわからな
い

• 作物を育てていいか 食べていいかわ
からない

• 誰の言っていることを信じていいの
かわからない
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行政の施策対応による影響

9

通常は新聞やテレビ、ニュースで眺めているだけの政府や行政の施策が日々の生活に直接

ふりかかってくることになった

政府の施策をめぐって

2011年3月区域指定解除

後出し基準がさらなる不信

2012年4月 食品基準の改定

2011年8月 除染特措法

▍ 放射性物質汚染対処特措法（除染特措法）

除染の長期的目標を年間1ミリシーベルトとし、除染対象地域を空間

線量で毎時0.23マイクロシーベルト以上の地域とする。

▍新食品基準

事故直後の暫定食品基準値は、１キログラムあたり500ベクレル

だったが、ほとんどの食品で年間1ミリシーベルトを目安として、

100ベクレルに設定。

▍基準が「危険」と「安全」の境目に

政府の基準は、「施策対応」をとるための基準に過ぎなかったが、

放射線の事前の情報もない状況で、安全と危険の境目と認識される

ようになった

Fukushima Dialogue



生活の自律の回復を目指した測定活動
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日々の暮らしのなかで、話す、測る、話す、測るを繰り返して、自分たちの状況を把握し、

自分に最適の対応方法や相場感を身につけていくことをめざす

末続地区有志による放射能地図作成

2011年8月 有志の測定よびかけ

2012年3月 福島のエートス協働

2012年３月 放射線地図作成完了

2011年11月 空間・土壌測定開始

✱ 提供 末続地区ふるさとを守る会 土壌放射線地図

Fukushima Dialogue
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地元主体の最初の取り組み： 
水田と住居周辺の土壌汚染と空間線量率の測定

Borrowed from Shinya Endo

Fukushima Dialogue



12

住民とICRP専門家のミーティング：2012年7月 

ICRP:国際放射線防護委員会

Fukushima Dialogue
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個人測定の結果を共有するための ミーティング 
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放射性廃棄物仮置き場視察 - 2013年3月
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家庭菜園用食品の測定 - 2013年7月 
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末続地区で行われた測定プロジェクト
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事故後の生活空間のなかで 空間線量・土壌濃度以外に大きな問題になるのは

①外部被曝 ②内部被曝 ③食品

外部被曝

• 携帯型個人線量計を使用

• 生活空間での外部被曝を測定

• どこに行けば高くなるかを可視
化

• 地区内で最大120名が参加

内部被曝

• ホールボディカウンター
（WBC）

• 体内に取り込まれた放射性物質
量とそこから換算される被曝量
を測定

• 地区内で最大120名が参加

食品測定

• シンチレータ式測定器を使用

• 週に一度地区内の集会所で実施

• 持ち 込み自 由（ 自家 野菜が 中
心）

• 放射線相談員が常駐、コミュニ

ケーションの場にもなる

Fukushima Dialogue



測定活動の結果
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地域の放射線量 被曝量の全体像が見えるようになった

✱ グラフ作成 福島県立医科大学 宮崎真

2014年前半（赤）・後半（青） 2015年 2016年

２
０
１
４
年
外
部
被
曝
線
量

年間追加1mSv

自然被曝量（目安）

Fukushima Dialogue
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2015-2016年ホールボディカウンター測定活動の結果

測定者数 検出された人数
検出線量

Bq/body  

6月 2015 46 5 230 to 510

10月2015 31 1 280

6月 2016 30 2 250 and 260

11月 2016 24 1 320

Fukushima Dialogue
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2013年6月 第1回 ホ-ルボディ・カウンター測定の報告会開催

Fukushima Dialogue



末続地区で行われた測定の順番
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事前の工程表があったわけではなく 必要に応じて また 可能になった順から進めてい

きました

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 201６年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

外部被曝 内部被曝 食品測定＊凡例

末続行政区

いわき市委託事業

外部被曝

デジタル式

内部被曝

食品測定食品測定

週に1回

放射能地図

地図作成

外部被曝

Dシャトル

末続ふるさとを守る会 福島のエートス

福島県立医大

環境省研究事業

末続行政区

福島のエートス

Fukushima Dialogue



測定結果を地域で共有
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測定の結果は 必ず地域で共有できるように話し合いの場を設け 「すえつぎだより」に掲載

食
品
測
定
（
週
に
一
度
）

測
定
結
果
説
明
会

Fukushima Dialogue
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末続プロジェクト：2015年1月～2020年3月

• D-shuttle線量計を地域住民に配布

• 年2回のホ-ルボディカウンター測定

• 集会所での食品測定会（週1回

• ニュースレター「末続だより」の発行（4ヶ月に1回

• 測定担当の非常勤相談員のサポート 

• 専門家による科学的・技術的支援

Fukushima Dialogue



地域から徐々に聞こえてきた声
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すえつぎだより

2015～2020年

発行頻度：年に3〜４回

発行号数：15号

発行部数：120部（世帯配布）

内部被曝測定

2014～2017年

頻度：年に2回 (春・秋）

実施回数：7回

最大参加者数：120名

外部被曝測定

2012～2017年

2014年からDシャトル使用

最大稼働数：130名

食品測定

2015～2020年

毎週火曜日（1〜3月隔週）

これは食べていいのか？ どのように食べればいいのか？

こうやったら放射線量は減るんだよね この食品は出やすいから確認しにき

た これくらいなら平気かな／やめとくかな WBCでも確認した 確認し

たから大丈夫だよ

末続は危ないのではないか？

原発から放射性物質が飛んでくるのではないか？

土地が安全だとわかったから安心して暮らせる 測定器を持っていればなに

かあったときに自分で判断できる 証拠も残せる

自分たちはわかっていても 他の地域の人たちはわかってくれない

孫や子供たちが遊びにきてくれない

自分で末続だよりを子供や孫に見せて伝えた 自分から声をかけたり、伝え

たりできるようにならなきゃね 子供達も感心していた

Fukushima Dialogue
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末続で活躍した地元リーダーたち

宮崎真医師
福島県立医科大学

高木 宏
末続区長 

安東量子
 福島のエートス

遠藤慎也
末続を守る会

門馬麻衣子
相談員

Fukushima Dialogue



共同専門知（co-expertise）
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末続で行われた取り組みは、専門家と地元の人々が共同で取り組む

 「共同専門知( co-expertise) プロセス」と呼ばれる

Co-expertise 

Dialogue, measurements and local projects are the three pillars of the co-expertise process

Fukushima Dialogue

地域プロジェクト

を実施 - 適切かつ

持続可能な生活条

件を確保

ステークホルダー

との対話を確立

- 経験と知識の共有

影響を受ける人々

の測定への参加 -

実用的放射線防護

文化を展開

• 双方向のコ

ミュニケー

ション

• 市民の参加と

エンパワーメ

ント

• 技術的専門知

識

• 信頼構築

組み合わせ



⚫ 共同専門知プロセスは 統合的なリスク・ガバナンスの

要素をすべて含む、参加型意思決定アプローチ

⚫ プロセスの実施にあたっては、ステークホルダーを巻

き込み、対話を実践し、信頼を構築するための理論

的・実践的スキルを強化する

• 成功のポイント

人々が直面している具体的な課題解決に、専門知を役立

てることを通じて、地域とひとりひとりの住民の暮らし

の主体性と自律性を回復すること
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大規模原子力事故発生時の人々と環境の放射線防
護：ICRP出版物109および111の更新

ICRP Publication 146. Ann. ICRP 49(4)

共同専門知（co-expertise）

https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://www.icrp.org/docs/Pub146-jap_translation.pdf&ved=2ahUKEwiFyZiB0_eNAxUqcPUHHbYBOQ0QFnoECAsQAQ&usg=AOvVaw3D0aBCzZYLS4wmXCnjizTu
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2017年：末続アトラスプロジェクトの開始

• From March 2012 to March 2020

• Measurement Activity
✓ External dose
✓ Internal dose
✓ Foodstuff

• 21 April, Lifting of zone designation.

Most elderly households returned 

to their homes

入手先： Amazon, 福島のエートス

https://fukushima-dialogue.jp/archives/reference/books_atlas
https://amzn.asia/d/07AYqLr
https://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
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「末続アトラス」について

「原発から27km – 狭間の地域が暮らしを取り戻すまでの戦いの記録」

• 目的: 末続地区 co-expertise プロセスの8年間の測定活動の記録を作ること

• 内容: 2021年からの長い道のりを住民のインタビューを通じてふりかえる
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末続の経験からわかったこと

よかったと評価されたこと（地元の人の証言から）

– 放射線測定によって 自分の生活のコントロール感を取り戻せたこと

– 自分たちが直面している状況にどう対応すればいいか、プロセスを通じて、毎日

の暮らしを自分で決められるようになったこと

– 末続内外の人と助け合えたこと

– 外部からの支援者が、末続の人たちのライフスタイルや考えを尊重してくれたこ

と

Fukushima Dialogue
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解決できなかったこと

1. Co-expertise プロセスの対応範囲を超えた事故の影響

e.g. 人口減少と高齢化による人口構造の変化

2. 事故後の復興プロセスの過程で感じた不公平感は強く残る

cf. 避難指示、除染作業のタイミングや進め方

3. 信頼を広げることの難しさ

cf. 福島の他の地区への安全性、末続に直接かかわっていない専門家一般への信

頼

Fukushima Dialogue

インタビューでは末続の解決できなかった問題も浮き彫りにした：
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末続アトラスからわかった末続の経験の要約

⚫ 原子力災害後の放射線への対応方法を地域の人たちが習得するプロセスを経由して、

共同専門知プロセスは良い効果をもたらした

⚫ 地域の対処能力を超えた課題に対する懸念と困難さは長期にわたって残り続ける

cf. 行政の政策決定、将来への健康リスクへの懸念

⚫ 日常生活を向上するための活動に被災住民が直接かかわることが重要

⚫ 地域の力(capacity)とリソースを向上させることは、原子力災害後の被災地の継続的

な回復のために、必須
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末続のショート・ドキュメンタリー

• タイトル: 信頼を取り戻す・末続地区の経験ー原発事故の後で
(33分）

• https://youtu.be/47sMGk87MuA

Fukushima Dialogue

https://youtu.be/47sMGk87MuA
https://youtu.be/47sMGk87MuA


Fukushima Dialogue 33

2. 福島の避難区域の現在



ATOMIC BOMB DISEASE INSTITUTE, NAGASAKI UNIVERSITY 
34

2011～2024年放射線量（航空モニタリング）

総放出量

セシウム137 大気放出 6～20PBq

セシウム137 海洋放出 3～6PBq

ヨウ素131 大気放出 100～500PBq

ヨウ素131 海洋放出 10～20PBq

参考：チェルノブイリ事故の10～20%と推計

推計被曝量（成人・事故後1年間）

避難区域 平均実効線量 1.1～5.7 mSv

計画的避難区
域 平均実効線量 4.8～9.3mSv

避難区域外
福島県内 平均実効線量 1.0～4.3mSv

(UNSCEAR2013年報告書)



原子力緊急事態が発生

内閣総理大臣 → 市町村長及び都道府県知事

「避難の為の立退き又は屋内への避難の勧告又は指示を
行うべきことその他の緊急事態応急対策に関する事項を

指示する」

原子力災害対策特別措置法１５条３項に基づき避難指示発出

内閣総理大臣は、第一項の規定による報告及び提出があったとき（注：原子力緊

急事態が発生したと認めるとき）は、直ちに、前項第一号に掲げる区域を管轄す

る市町村長及び都道府県知事に対し、第二十八条第二項の規定により読み替えて

適用される災害対策基本法第六十条第一項 及び第五項 の規定による避難のため

の立退き又は屋内への退避の勧告又は指示を行うべきことその他の緊急事態応急

対策に関する事項を指示するものとする。



2011～13年8月避難指示の発令と区域再編

2011

3/11 半径3km 避難指示

12 05:44 半径１0km 避難指示

06:25 半径20km 避難指示

16 11:01 半径20-30km 屋内退避

4/22 区域再編

計画的避難区域

9/30 屋内退避区域解除

2012

4/1～ 区域見直し
• 避難指示解除準備区域
• 居住制限区域
• 帰還困難区域

2013

8/8 区域見直し終了



避難指示解除の要件

2011年12月26日

① 空間線量率で推定された年間積算線量が20ミリシーベルト以下になること

が確実であること

② 電気、ガス、上下水道、主要交通網、通信など日常生活に必須なインフラ

や医療・介護・郵便などの生活関連サービスが概ね復旧すること、子ども

の生活環境を中心とする除染作業が十分に進捗すること

③ 県、市町村、住民との十分な協議

2014年4月からの避難指示解除の基準

⚫ 避難指示解除の基準は事故前には存在しなかった

⚫ 平成23年12月26日原子力災害対策本部「ステップ2の完了を受けた警戒区

域及び避難指示区域の見直しに関する基本的考え方及び今後の検討課題に

ついて」

避難指示解除の3要件

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/111226_01a.pdf
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/111226_01a.pdf
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/111226_01a.pdf
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/111226_01a.pdf
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/111226_01a.pdf


2013～17年計画的避難区域・居住制限区域の避難指示解除

2014

4/1 田村市都路地区 避難指示解除準備区域

10/1 川内村一部 避難指示解除準備区域

2015

9/5 楢葉町全域 避難指示解除準備区域

区域再編

2016

6/12 葛尾村 避難指示解除準備区域

6/14 川内村一部 避難指示解除準備区域

7/12 南相馬市 避難指示解除準備区域
居住制限区域

2017

3/31 川俣町山木屋
浪江町
飯舘村

避難指示解除準備区域
居住制限区域

4/1 富岡町 避難指示解除準備区域
居住制限区域



避難指示解除の要件

2011年12月26日

⚫ 福島復興再生特別措置法の改正(H29.5)により、将来にわたって居住を制限

するとされてきた帰還困難区域内に、避難指示を解除し、居住を可能とす

る「特定復興再生拠点区域」を定めることが可能となった。

⚫ 市町村長は、特定復興再生拠点区域の設定及び同区域における環境整備 

（除染やインフラ等の整備）に関する計画を作成。 同計画を内閣総理大臣

が認定し、復興再生に向けて計画を推進。

復興庁サイト「特定復興再生拠点区域復興再生計画」

2021年3月からの特定復興再生拠点設置

➢ これまで東京電力の負担とされていた除染に、国費を投入することが可能

となった

➢ 道路事業等の国による事業代行が可能になった

➢ 東京電力の賠償によって除染費用を賄うことが困難になったことが背景

参考：2017年3月までの除染関係費用は総額４兆2,400億円

2017年5月福島復興再生特別措置法改正

https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-4/saiseikyoten/20170913162153.html


2017年3月までの除染関連費用（東京電力負担分）

Fukushima Dialogue 40

環境省除染事業誌

https://josen.env.go.jp/archive/decontamination_project_report/


福島県の空間線量率減衰の実際

Fukushima Dialogue 41
林野庁「福島県における空間線量率の現状」

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/attach/pdf/220525_4-1.pdf


2019/ 2021年～特定復興拠点の解除

2019

4/10 大熊町の一部 避難指示解除準備区域
居住制限区域

2020 （東京五輪にあわせた復興アピール）

3/10 双葉町の一部
大熊町の一部
富岡町の一部

特定復興再生拠点内

2022

6/12 葛尾村の一部 特定復興再生拠点内

6/30 大熊町の一部 特定復興再生拠点内

8/30 双葉町の一部 特定復興再生拠点内

2023

4/1 浪江町の一部
双葉町の一部

特定復興再生拠点内

5/1 飯舘村の一部 特定復興再生拠点内

11/30 富岡町の一部 特定復興再生拠点内



2023年6月特定帰還居住区域設置決定

43

① 空間線量率で推定された年間積算線量が２０ミリシーベルト以

下になることが確実であること 

② 土地活用を行う者等によって、必要な環境整備が実施されてい

ること

③  地元との十分な協議 

• 帰還困難区域内の拠点区域外において、避難指示を解除し、住民の

帰還・居住を可能とする「特定帰還居住区域」制度を創設

• 2020年代にかけて帰還を希望する全住民の避難指示を解除する

避難指示解除の3要件

「 特定復興再生拠点区域外の土地活用に向けた避難指示解除について」
（ 令和２年１２月２５日 原子力災害対策本部決定）

Fukushima Dialogue



特定復興再生拠点区域の現状
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令和７年２月 復興庁福島復興局 「福島復興加速への取組」

https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf
https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf
https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf


特定機関居住区域計画
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令和７年２月 復興庁福島復興局 「福島復興加速への取組」

https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf
https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf
https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf


例：浪江町特定帰還居住区域

Fukushima Dialogue 46



帰還困難区域が残る避難指示解除自治体の居住人口
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令和７年２月 復興庁福島復興局 「福島復興加速への取組」

https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf
https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf
https://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/20250203_fukkokasoku.pdf


いびつな男女比 （毎日新聞調べ）
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2024年3月5日毎日新聞朝刊 「東日本大震災１３年
男女比、いびつなまま 女性不在の復興、帰還遠のく 福島第1原発周辺」

https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c
https://mainichi.jp/articles/20240305/ddm/003/040/094000c


現在の避難指示解除と復興計画の課題（私見）

Fukushima Dialogue 49

• 広域的な復興プランが存在しないまま、事故前の自治体単位での復興計画

• 将来的に現実的な人口推計計画ではなく、自治体の期待的願望による目標人口

によってインフラ整備

• 「実用的放射線防護文化」の態勢を作らないまま、二分法的なリスク理解のま

ま、解除政策が進展（危険＝除染 vs 安全=対応必要なし）

• 移住政策の重点化→避難先にいる被災者よりも、被災自治体に移住してくる非

被災者が復興の主役に

• 住民が「蚊帳の外に置かれている」

• 自治体の職員も、半分以上は事故前の地域を知らない

現状：「復興を必ず成し遂げる」というスローガンが自己目的化
現実的な現状分析も将来像もなく、どこを目指しているのか誰もわか
らないまま、自己目的化した「復興」のための形式主義的・場当たり
的な復興が進んでいる
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復興計画の根本的な問題（私見）

福島復興再生基本方針国

自治体

県知事

復興計画

福島復興再生計画
認定

自民党・復興加速化本部

住民 有識者

• 復興計画が、非常に限られた政治関係者と行政だけで決められる構造

• 住民が避難先にいるため、通常よりも遥かに意向が反映されづらい

• 既存の政治・行政システムの欠点がそのまま保持・濃縮（利権政治・縦割りetc）

• 世界史上経験のない「全域避難からの帰還・復興」にみあっただけの専門性・多様

性・長期対応に耐えられるだけの協議体制が作れなかった
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Ethos in Fukushima 福島のエートス

• 『末続アトラス 2011ー2020：狭間の地域が暮らしを取り戻す闘いの記録』

会員・賛助会員募集中

朝日新聞「福島季評」連載中

NPO 福島ダイアログ

http://ethos-fukushima.blogspot.com/
http://ethos-fukushima.blogspot.com/
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
https://www.asahi.com/rensai/list.html?id=789
https://fukushima-dialogue.jp/
https://fukushima-dialogue.jp/


著書

『海を撃つ ー福島・広島・ベラ

ルーシにて』2019 みすず書房

『末続アトラス 2011ー2020：狭間の地

域が暮らしを取り戻す闘いの記録』2022  

福島のエートス （PDF無料DL可）

『スティーブ＆ボニー 砂漠の

ゲンシリョクムラ・イン・アメ

リカ』2022 晶文社

福島事故直後からの時間と出来事の経
緯がわかるエッセイ。なにがそのとき
起きたかを知りたい人におすすめ。

2011～2020 いわき市末続地区で行
われた放射線測定活動の記録誌。地域
の人たちの事故後の様子がわかる。

アメリカのハンフォード・サイトを訪
れた時の旅エッセイ。アメリカと福島
のつながりと違いを描く。

https://www.msz.co.jp/book/detail/08782/
https://www.msz.co.jp/book/detail/08782/
https://www.msz.co.jp/book/detail/08782/
https://www.msz.co.jp/book/detail/08782/
https://www.msz.co.jp/book/detail/08782/
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
http://ethos-fukushima.blogspot.com/2022/11/2011-2020-27km.html
https://www.shobunsha.co.jp/?p=7365
https://www.shobunsha.co.jp/?p=7365
https://www.shobunsha.co.jp/?p=7365
https://www.shobunsha.co.jp/?p=7365
https://www.shobunsha.co.jp/?p=7365
https://www.shobunsha.co.jp/?p=7365
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NPO法人福島ダイアログ
新規会員・ご寄付を受け付けています

https://fukushima-dialogue.jp

NPO Fukushima Dialogue

ご質問・お問い合わせは以下まで

r.ando@fukushima-dialogue.jp

https://fukushima-dialogue.jp/
https://fukushima-dialogue.jp/
https://fukushima-dialogue.jp/
https://fukushima-dialogue.jp/
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